
主催：日本学術振興会・課題設定による先端的人文学・社会科学研究推進事業（グローバル展開プログラム）「グローバル社会におけるデモクラシーと国民史・集合的記憶の機能に関する学際的研究」（NHCM）／後援：イタリア史研究会

Hannes Obermair:Transforming a Controversial 
Heritage: South Tyrol’ s Fascist Monuments 
Revisited and Resemantisized

後援関連企画案内

開会挨拶・講演（10:30-12:30）

Hiroko Matsuda:Whose Home? Cultural Pluralism 
and Preservation of Japanese Colonial Heritage in 
Taipei City

Takuya Momma:Nationalism and the Ustasha 
Movement: Factors for the Rise of Historical 
Revisionism in Croatia

2019年6月30日（日）　科研費国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）「中世アルプス山間都市と周辺地域の政治社会
（国際共同研究強化）」主催セミナー。講演：マルコ・ベッラバルバ（トレント大学）。会場：甲南大学岡本キャンパス3号館 3-21教室。
オーベルマイア先生も参加されます。問い合わせは研究代表者の佐藤公美（甲南大学：hitomi@konan-u.ac.jp）まで。

報告と討論（13:30 -17:00）

日本学術振興会特別研究員PD（関西学院大学）。
近現代東欧史。主要論文「クロアチア独立国の「全体
主義体制」と「民族教育」―ウスタシャ運動を巡る
学校教師たちのナショナリズムの分析―」『東欧史
研究 』第 40号、2018 年。

門間卓也

神戸学院大学現代社会学部准教授。歴史社会学。
主要著作 Liminality of the Japanese Empire: Border 
Crossings from Okinawa to Colonial Taiwan,
University of Hawaii Press, 2018.

松田ヒロ子

ファシスト政権下で建造された第一次
世界大戦の勝利を記念する『勝利の記
念碑』を歴史化し、批判的省察の場を
目指す常設展示
（ボルツァーノ／ボーツェン市）

元ファシスト党支部外装のファシズム
を称揚する浮彫にハンナ・アーレント
の言葉を投影したイルミネーション
（ボルツァーノ／ボーツェン市）

2 0 1 9 . 6 . 2 9 ( s a t )  1 0 : 3 0 - 1 7 : 0 0
甲南大学岡本キャンパス 3号館3-21教室

ＮＨＣＭ・ハンネス・オーベルマイア博士セミナー

歴史遺産と記念碑を

めぐる論争と語り直し

Disputes and Revised Narratives of Historical Heritage 
and Memorials: South Tyrol, Taiwan, and Croatia

南ティロル・台湾・
クロアチアの現代史から

講演者・報告者紹介

南ティロルミュージアムズ学術共同
研究員、インスブルック大学講師。
南ティロル中世史、古文書学、南ティ
ロル現代史。
関 連 編 著：Mythen der Diktaturen. 
K u n s t  i n  F a s c h i s m u s  u n d  

Nationalsozialismus ‒ Miti delle dittature. Arte nel 
fascismo e nazionalsocialismo, Tirolo, Museo 
provinciale di Castel Tirolo, 2019 ; A Land on the 
Threshold. South Tyrolean Transformations, 
1915‒2015, Oxford, Peter Lang, 2017 

Hannes Obermair


